
｢東海遊侠伝」の扉を飾った次郎長肖像

残
念
な
が
ら
、
清
水
と
い
う
都
市
名
が
消
え
た
。
清
水

と
い
う
名
が
忘
れ
ら
れ
ず
に
ず
っ
と
残
る
だ
ろ
か
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
清
水
市
は
江
尻
町
や
三
保
村
な
ど
が
合

併
し
て
で
き
た
が
、
現
在
で
は
江
尻
の
名
は
す
っ
か
り
薄

れ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
江
尻
の
人
口
は
清
水
町
よ
り
も
大

き
か
っ
た
の
で
、
江
尻
の
町
民
は
清
水
市
に
変
わ
る
こ
と

に
激
し
く
反
対
し
た
。
私
が
生
ま
れ
た
頃
に
は
、
清
水
市

に
な
っ
て
い
た
が
、
国
鉄
の
駅
名
は
ま
だ
江
尻
だ
っ
た
。

子
供
の
頃
、
巴
町
は
江
尻
巴
町
で
あ
り
、
伝
馬
町
は
江
尻

伝
馬
町
だ
っ
た
。
江
尻
と
い
う
名
前
に
対
す
る
江
尻
町
民

の
強
い
愛
着
が
よ
く
判
る
。

Ｌ
申
く

ま
た
、
清
水
銀
座
は
江
尻
志
茂
町
で
あ
り
、
宿
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。
江
尻
町
は
大
き
な
宿
場
で
あ
り
、
サ
ー
ビ

－１－

文
化
が
あ
れ
ば
地
名
は
残
る

零

平
成
十
五
年
四
月
一
日
、
清
水
市
は
静
岡
市
と
合
併
し
、
そ
の
名
は
消
え
た
。
し
か

し
、
次
郎
長
は
こ
れ
か
ら
も
「
清
水
の
次
郎
長
」
で
あ
り
、
清
水
の
生
ん
だ
ヒ
ー
ロ
ー

で
あ
る
。
そ
の
人
生
を
語
り
継
ぐ
の
は
知
る
会
の
活
動
に
か
か
っ
て
い
る
。

‘

ｌ
清
水
の
名
と
固
く
結
び
つ
く
次
郎
長
Ｊ

会
長
竹
内
宏

》

難
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ス
産
業
が
発
達
し
て
い
た
。
宿
通
り
（
今
の
銀
座
通
り
）

は
た
ご

の
真
ん
中
に
は
、
東
海
道
江
尻
宿
の
旅
龍
大
久
し
屋
が

あ
っ
た
。
重
厚
な
建
物
だ
っ
た
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に

か
、
江
尻
と
い
う
町
の
名
も
、
宿
と
い
う
呼
び
方
も
無
く

な
っ
た
。
江
尻
と
い
う
名
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
江
尻
小

学
校
ぐ
ら
い
だ
。

合
併
し
て
大
静
岡
市
が
生
ま
れ
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
市

長
は
清
水
、
静
岡
の
両
市
民
の
対
立
感
情
を
な
く
す
た
め

に
、
極
力
、
清
水
意
識
や
静
岡
意
識
を
消
そ
う
と
努
力
す

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
五
○
年
以
上
も
経
つ
と
、
清
水
の

名
は
江
尻
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
次
第
に
消
え
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
私
た
ち
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
失
い
そ
う
で
、
気
が
滅
入
っ
て
く
る
。

清
水
の
名
を
ず
っ
と
残
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
。
博
多
は
昔
、
福
岡
と
合
併
し
た
が
、
現
在
で
も
博

多
と
い
う
名
前
は
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
新
幹

線
の
駅
は
博
多
で
あ
り
、
博
多
と
い
う
地
域
名
に
も
、
博

多
人
形
、
博
多
ど
ん
た
く
、
博
多
織
な
ど
の
地
場
産
品
名

に
残
っ
て
い
る
。
私
た
ち
に
は
福
岡
と
言
う
よ
り
、
博
多

と
い
っ
た
方
が
親
し
み
が
あ
る
。
大
阪
と
い
う
都
市
名
と

同
じ
よ
う
に
、
難
波
と
い
う
地
域
名
は
有
名
だ
。
つ
ま
り
、

し
っ
か
り
し
た
文
化
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
そ
の
文
化
に

憧
れ
れ
ば
、
そ
こ
の
地
名
は
永
遠
に
残
る
は
ず
だ
。

清
水
に
は
大
政
治
家
や
文
化
人
を
引
き
つ
け
る
要
素
が

あ
っ
た
。
一
○
○
年
近
く
前
に
は
、
興
津
は
現
在
の
永
田

町
の
よ
う
に
政
治
の
中
心
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
誰
を
新
し

い
総
理
に
任
命
す
る
か
は
、
興
津
の
西
園
寺
公
望
の
屋
敷

で
決
め
ら
れ
た
。
三
保
園
や
羽
衣
ホ
テ
ル
に
は
、
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
、
太
宰
治
、
広
津
和
郎
等
が
滞
在
し
て

小
説
を
書
い
た
。
三
島
由
紀
夫
も
三
保
を
舞
台
に
最
後
の

「
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一
一
ｆ
人
衆
荒
神
山
へ

小
説
を
仕
上
げ
た
後
に
自
殺
し
た
。
三
保
は
一
○
○
年
ぐ

ら
い
前
に
は
、
日
蓮
宗
の
一
・
派
の
思
想
運
動
の
拠
点
だ
っ

た
。

現
在
で
も
、
宝
井
馬
琴
、
村
松
友
視
、
さ
く
ら
も
も
こ

等
の
文
化
人
が
清
水
か
ら
で
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
達

は
、
必
ず
し
も
清
水
と
結
び
つ
い
た
活
動
を
し
て
い
る
わ

平
成
十
四
年
十
月
二
日
・
三
日
、
三
重
県
榊
原
温
泉
一
一

泊
で
秋
の
史
跡
探
訪
ツ
ァ
ー
は
実
施
さ
れ
た
。
行
先
は
三
一

重
県
鈴
鹿
市
の
荒
神
山
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
大
政
一

の
奮
戦
、
仁
吉
の
重
傷
な
ど
血
戦
の
繰
り
広
げ
ら
れ
た
史
一

跡
で
あ
る
。
参
加
者
は
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
水
野
彰
子
、
｛

鈴
木
正
司
、
赤
堀
淑
子
、
藤
沼
保
夫
、
山
田
義
治
、
吉
田
一

静
子
、
飯
田
千
恵
子
、
小
池
二
三
夫
、
永
田
く
に
子
、
八
一

木
正
巳
、
布
施
昌
作
、
岩
田
ゆ
き
江
、
桧
皮
き
み
江
、
林
一

清
見
、
お
よ
び
当
会
運
営
委
員
の
竹
内
宏
会
長
、
天
野
香
、
一

長
里
一
一
則
、
鈴
木
幸
江
、
田
口
英
爾
、
室
伏
尚
美
、
合
計
一

二
十
名
で
あ
る
。
参
加
者
か
ら
楽
し
い
一
泊
二
日
の
旅
行
一

記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

清
水
生
ま
れ
で
清
水
育
ち
の
私
に
と
り
ま
し
て
次
郎
長

は
映
画
・
浪
花
節
の
世
界
の
人
で
し
た
。

し
か
し
昨
年
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
へ
参
加
し
田
口

け
で
は
な
い
。
清
水
の
名
前
と
固
く
結
び
つ
い
て
い
る
の

は
、
清
水
次
郎
長
だ
け
だ
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
清
水
の
名

前
を
長
く
残
せ
る
の
は
、
清
水
次
郎
長
の
素
晴
ら
し
い
人

生
と
業
績
を
検
証
し
て
、
内
外
に
彼
の
フ
ァ
ン
を
沢
山
つ

く
る
し
か
方
法
は
な
さ
そ
う
だ
。
清
水
の
名
が
ず
っ
と
残

る
か
ど
う
か
は
、
我
々
の
活
動
に
懸
か
っ
て
い
る
。

先
生
の
史
実
に
基
づ
い
た
詳
し
い
話
に
次
郎
長
に
対
す
る

観
念
も
大
分
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
、
十
月
二
日
に
当
会
の
三
重
県
へ
の

「
秋
の
史
跡
探
訪
ツ
ァ
ー
」
が
あ
り
ま
し
た
の
で
初
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
三
重
県
は
以
前
、
勤
務
の
関
係
で
海
岸

方
面
へ
は
度
々
訪
れ
ま
し
た
が
内
陸
部
は
初
め
て
で
し
た
。

会
長
始
め
役
員
ほ
か
二
十
名
の
会
員
、
ゆ
っ
た
り
し
た
バ

ス
旅
行
で
し
た
。
初
め
に
訪
れ
た
鈴
鹿
の
椿
大
社
の
参
拝

を
済
ま
せ
次
は
次
郎
長
に
関
係
の
あ
る
荒
神
寺
へ
。
観
音

寺
と
し
て
の
古
い
お
寺
で
鐘
楼
が
あ
っ
た
り
、
仁
吉
を

撃
っ
た
鉄
砲
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
弾
痕
が
あ
っ
た
り
、
な

か
な
か
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
訪
れ
た
の
は
関
宿
。
古
く
か
ら
東
海
道
五
十
三
次

の
交
通
の
要
所
だ
っ
た
そ
う
で
東
西
追
分
の
問
一
・
八
キ

ロ
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
古
い
町
家

二
○
○
軒
余
り
が
あ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
宿

場
の
町
並
み
見
学
は
大
変
興
味
深
く
珍
し
い
、
楽
し
い
体

験
で
し
た
。

そ
し
て
予
定
ど
お
り
今
夜
の
宿
、
榊
原
温
泉
・
榊
原
館

映
画
・
浪
花
節
の
世
界
か
ら

八
木
正
巳

平
成
十
四
年
度

次
郎
長
史
跡
探
訪
ツ
ア
ー

荒
神
山
で
の
記
念
撮
影
。
前
列
中
央
が
竹
内
宏
会
長

－２－

へ
到
着
。
こ
こ
の
湯
は
泉
質
、
湯
量
共
と
て
も
良
く
ゆ
っ

く
り
し
ま
し
た
。
特
に
私
に
と
っ
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

当
日
七
十
三
歳
の
誕
生
日
を
知
ら
れ
宴
会
の
席
、
竹
内
会

長
の
隣
に
座
ら
さ
れ
皆
様
の
祝
福
を
受
け
た
事
で
す
。
こ

の
感
激
は
良
き
思
い
出
と
し
て
生
涯
忘
れ
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
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次
の
日
は
江
戸
時
代
外
宮
と
内
宮
を
結
ぶ
伊
勢
街
道
沿

い
に
「
精
進
落
と
し
」
の
場
と
し
て
賑
わ
っ
た
古
市
の
旧

町
並
み
を
見
学
。
昔
の
栄
華
の
面
影
の
一
端
を
感
じ
さ
せ
‐

る
場
所
で
し
た
。

十
一
時
頃
伊
勢
神
宮
に
到
着
、
玉
砂
利
を
踏
み
つ
つ
本

殿
に
参
拝
。
昼
食
後
お
か
げ
横
丁
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
ま

し
た
。帰

り
は
二
見
が
浦
を
見
学
、
鳥
羽
港
よ
り
フ
ェ
リ
ー
に

て
伊
良
湖
港
へ
渥
美
半
島
を
北
上
、
浜
松
市
内
へ
寄
り
二

十
時
清
水
着
。

二
日
間
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
行
き
の
車
中
で
は
竹
内
会

長
の
経
済
講
義
、
帰
り
の
車
中
で
は
岩
田
さ
ん
の
唄
な
ど

退
屈
し
な
い
バ
ス
旅
行
で
し
た
。
役
員
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
致
し
ま
す
。

往
時
の
面
影
を
し
の
ん
で
‐

吉
田
静
子

平
成
十
四
年
、
十
月
二
日
・
三
日
の
荒
神
山
・
古
市
．

伊
勢
方
面
の
ツ
ァ
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

か
ん
べ

今
回
の
メ
イ
ン
は
、
次
郎
長
翁
の
若
い
頃
、
神
戸
の
長

吉
の
助
太
刀
を
し
た
際
に
，
鉄
砲
を
打
ち
込
ん
だ
弾
痕
の

傷
跡
が
、
鐘
楼
の
柱
に
生
々
し
く
残
っ
て
お
り
、
お
話
を

聞
き
な
が
ら
往
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
事
が
出
来
た
事
で
し

た
。

伊
勢
神
宮
参
拝
は
、
今
回
が
三
回
目
で
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
小
学
校
の
修
学
旅
行
、
『
か
た
り
ベ
ク
ラ
プ
』
で
の
旅
行

と
今
回
で
す
が
、
時
が
経
ち
目
的
が
違
う
と
、
感
じ
方
や

趣
き
も
変
わ
っ
て
来
ま
す
。
し
か
し
、
何
百
年
も
経
っ
た

樹
立
ち
の
並
ぶ
中
を
、
ザ
ク
ザ
ク
と
砂
利
を
踏
む
足
音
の
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響
き
の
中
か
ら
感
じ
ら
れ
る
厳
か
さ
だ
け
は
、
変
わ
り
ま
一
時
の
火
縄
銃
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し

せ
ん
で
し
た
。

一
て
、
私
の
一
番
勉
強
に
な
っ
た
の
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。

何
事
の
お
は
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も

辱
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る

の
古
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
。

澄
み
切
っ
た
五
十
鈴
川
で
手
を
清
め
、
神
前
に
頭
を
た

れ
、
拍
手
を
打
っ
て
、
戦
争
の
な
い
世
界
に
な
る
事
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

参
拝
後
、
お
か
げ
横
丁
を
散
策
。
色
々
な
お
店
を
見
て

回
り
、
と
て
も
懐
か
し
い
『
生
美
糖
』
を
買
っ
て
バ
ス
に

乗
り
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

、イ
池
一
一
三
夫

次
郎
長
の
会
の
旅
行
に
参
加
す
る
と
、
び
っ
く
り
す
る

４
っ
な
小
話
や
新
た
な
発
見
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う

な
事
実
に
あ
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
私
の
大
好
き

は
い
し

な
稗
史
（
裏
話
）
の
勉
強
に
大
い
に
役
立
つ
の
で
、
毎
回

こ
の
旅
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
〃
秋
の
史
跡
探
訪
ツ
ア
ー
“
で
も
収
穫
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
荒
神
山
の
決
闘
の
あ
る
事
実
で
す
。

時
こ
そ
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
六
日
の
荒
神
山

大
祭
当
日
、
桑
名
の
穴
太
徳
と
神
戸
の
長
吉
の
テ
ラ
銭
を

め
ぐ
っ
て
起
き
た
縄
張
り
争
い
で
あ
る
。
こ
の
争
い
中
に

長
吉
方
の
吉
良
仁
吉
が
鉄
砲
に
撃
た
れ
て
重
傷
（
後
に
死

亡
）
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
。

荒
神
山
観
音
寺
境
内
に
は
、
浪
曲
師
広
沢
虎
造
の
筆
に

な
る
「
吉
良
仁
吉
之
碑
」
が
立
ち
、
本
堂
前
に
は
、
仁
吉

が
つ
ば

使
用
の
一
二
度
笠
と
道
中
合
羽
そ
れ
に
何
と
仁
吉
を
撃
っ
た

二一＝－－－－__－ー__一一-－－ー － 一 一 一 一 一 ﾆ ー ー ー ー ー ー ＝ 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

喧
嘩
が
始
ま
っ
た
時
に
は
、
仁
吉
は
長
吉
方
二
十
二
人

の
先
頭
に
立
っ
て
穴
太
徳
側
百
三
十
人
へ
突
っ
込
ん
で

行
っ
た
。
山
の
上
手
に
陣
取
っ
た
穴
太
徳
側
の
後
方
に
は
、

高
く
太
い
松
の
木
が
あ
り
、
枝
の
上
で
鉄
砲
の
上
手
な
子

分
が
、
待
ち
か
ま
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
先
頭
を
切
る

仁
吉
目
が
け
て
、
一
発
発
射
。
し
か
し
そ
れ
は
横
へ
そ
れ

て
し
ま
っ
た
。
射
手
も
ふ
る
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
最
初
の
一
発
が
、
境
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
鐘
楼

の
四
本
柱
の
一
つ
に
当
っ
て
し
ま
っ
た
。

四
本
柱
の
一
つ
に
へ
小
指
大
の
穴
が
あ
り
、
深
さ
は
三

セ
ン
チ
程
。
私
は
小
指
を
入
れ
て
中
を
探
っ
た
が
、
鉛
の

玉
は
中
に
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
鉛
玉
の
入
っ
た

角
度
を
調
べ
て
見
る
と
、
上
向
き
の
ほ
ぼ
四
十
五
度
で
あ

り
、

松
の
木
の
上
よ
り
発
射
さ
れ
た
こ
と
が
実
証
で
き
た
。

指
に
歴
史
を
感
じ
た
時
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
は
松
の
木

は
な
か
っ
た
の
で
、
念
の
た
め
に
寺
の
奥
さ
ん
に
聞
い
て

見
た
と
こ
ろ
、
た
し
か
に
戦
前
ま
で
は
大
き
な
松
の
木
が

立
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
二
発
目
が
、
先
頭
で
戦
う
仁
吉
の
左
胸
を

撃
ち
ぬ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
悲
し
い
歴
史
の
ひ
と
こ
ま
で

あ
っ
た
。
合
掌

●
小
池
さ
ん
の
い
わ
れ
る
稗
史
の
世
界
ず
ば
り
の
企
画
展

が
、

国
立
歴
史
民
族
博
物
館
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
で
来
春

（
平
成
十
六
年
三
月
～
六
月
）
に
催
さ
れ
ま
す
。
次
郎
長

や
国
定
忠
治
を
主
人
公
に
し
た
「
民
衆
文
化
と
つ
く
ら
れ

た
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」
が
そ
れ
で
す
。
バ
ス
ッ
ア
ー
を
計
画

し
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
（
編
集
子
）

●



平
成
十
五
年
春
の
次
郎
長
史
跡
巡
り
は
、
森
の
石
松
祭

り
、
北
陸
大
聖
寺
の
関
所
や
荒
神
山
の
見
学
に
続
い
て
、

四
月
十
二
日
、
大
政
の
故
郷
常
滑
港
や
半
田
を
訪
れ
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
バ
ス
車
内
は

参
加
人
員
四
十
四
名
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
往
き
は
個
人
紹

介
や
見
学
先
の
勉
強
会
、
帰
路
は
次
郎
長
さ
ん
に
ま
つ
わ

る
歌
や
童
謡
の
合
唱
等
賑
や
か
な
ツ
ァ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

半
田
市
の
懇
親
会
場
で
は
、
名
古
屋
の
川
澄
会
長
を
始

平
成
十
四
年
、
十
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
竹
内

会
長
始
め
二
十
名
が
次
郎
長
の
足
跡
を
辿
り
、
荒
神
山
の

血
闘
で
有
名
な
「
高
神
山
観
音
寺
」
、
旧
東
海
道
の
宿
場

「
関
宿
」
や
お
伊
勢
参
り
の
歓
楽
街
「
古
市
」
さ
ら
に
伊

勢
神
宮
へ
の
ツ
ァ
ー
を
実
施
し
た
。

高
神
山
観
音
寺
は
、
鈴
鹿
市
西
方
の
小
高
い
丘
に
あ
っ

た
。
境
内
に
建
つ
徳
川
家
光
の
乳
母
春
日
局
が
寄
進
し
た

鐘
楼
の
柱
に
残
る
血
闘
時
の
そ
れ
玉
の
跡
や
、
そ
れ
に
使

わ
れ
た
展
示
物
の
鉄
砲
が
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
た
。

境
内
裏
手
に
林
が
あ
り
血
闘
場
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
、

浪
曲
師
広
沢
虎
造
の
筆
に
な
る
「
吉
良
之
仁
吉
之
碑
」
が

立
っ
て
い
た
。

か
つ
て
の
宿
場
町
「
関
宿
」
は
、
昔
の
面
影
を
と
ど
め

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
資
料
館
の
ほ

か
「
関
の
地
蔵
院
」
や
仇
討
ち
で
知
ら
れ
る
「
関
の
小
万

の
碑
」
等
を
見
学
し
、
そ
の
夜
は
美
人
の
湯
で
有
名
な
榊

原
温
泉
に
宿
泊
し
た
。

お
伊
勢
参
り
の
人
々
が
精
進
落
と
し
の
場
所
と
し
て
賑

わ
っ
た
「
古
市
」
は
、
戦
災
で
古
い
町
並
み
は
消
え
て
い

た
が
、
中
之
町
の
旅
館
「
麻
吉
」
は
昔
の
ま
ま
に
た
た
ず

み
、
次
郎
長
も
往
き
来
し
た
で
あ
ろ
う
往
時
を
偲
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

「
次
郎
長
史
跡
の
探
訪
ツ
ア
ー
」
は
、
こ
れ
か
ら
三
河
や

天
田
五
郎
ゆ
か
り
の
地
「
い
わ
き
」
方
面
へ
の
ツ
ア
ー
を

計
画
し
て
お
り
、
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
で
始
ま
る
枕
草
子
、
皆
様
ご
存
じ
の
一

清
少
納
言
が
、
「
七
栗
の
湯
、
有
馬
の
湯
、
玉
造
の
湯
」
一

と
日
本
三
名
泉
に
あ
げ
た
、
そ
の
一
つ
「
七
栗
の
湯
」
は
、
一

榊
原
温
泉
の
古
い
呼
び
名
で
す
。

平
成
十
四
年
十
月
の
初
め
、
次
郎
長
翁
を
知
る
会
史
跡
一

探
訪
ツ
ア
ー
は
、
榊
原
温
泉
に
一
泊
、
荒
神
山
を
た
ず
ね
、
一

伊
勢
路
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。
｜

石
松
の
金
毘
羅
代
参
か
ら
六
年
過
ぎ
た
慶
応
二
年
（
一
一

八
六
六
）
、
次
郎
長
は
手
勢
四
百
人
余
り
を
引
連
れ
、
船
で
一

伊
勢
に
渡
り
、
安
濃
徳
ら
は
陳
謝
し
ま
す
。
三
代
目
神
田
一

伯
山
が
一
世
を
風
廃
し
た
名
調
子
で
語
り
ま
す
。

「
清
水
港
は
、
鬼
よ
り
怖
い
。
大
政
小
政
の
声
が
す
る
」
一

め
と
す
る
政
経
塾
二
十
四
期
生
十
九
名
の
皆
様
方
の
道
中

合
羽
姿
で
の
お
出
迎
え
を
う
け
、
さ
ら
に
席
上
で
は
同
グ

ル
ー
プ
が
閉
講
式
で
行
な
っ
た
次
郎
長
寸
劇
の
ビ
デ
オ
を

鑑
賞
し
、
最
後
は
「
旅
姿
三
人
男
」
の
全
員
合
唱
、
合
同

記
念
撮
影
と
盛
り
上
が
り
大
い
に
懇
親
を
暖
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
再
会
を
約
し
て
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

半
田
市
内
で
は
、
久
六
殺
し
に
登
場
す
る
次
郎
長
地
蔵

次
郎
長
史
跡
を
訪
ね
伊
勢
路
へ長

田
三
則

一
。

春
の
知
多
半
島
、
大
政
の
故
郷
常
滑
へ

－４－

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
一
行
は
、
十
月
二
日
に
荒
神
山

に
向
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
か
ら
道
の
両
側
を
見
渡
し
ま

す
と
、
何
と
、
中
村
メ
イ
子
さ
ん
が
大
歓
迎
で
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
と
思
い
き
や
、
娘
さ
ん
の
カ
ン
ナ
さ
ん
で
し

た
。
そ
れ
は
そ
れ
は
、
き
れ
い
に
咲
き
誇
っ
た
カ
ン
ナ
の

花
の
お
出
迎
え
で
し
た
。
何
と
も
う
れ
し
い
荒
神
山
訪
問

で
す
。荒

神
山
の
奥
に
進
み
ま
す
と
、
広
沢
虎
造
さ
ん
の
顕
彰

碑
が
あ
り
ま
し
た
。

宗
ゆ
け
ば
、
駿
河
の
国
に
茶
の
香
り
、
Ｉ
中
に
知
ら

れ
る
羽
衣
の
、
松
と
な
ら
ん
で
そ
の
名
を
残
す
、
街
道
一

の
親
分
は
、
清
水
み
な
と
の
次
郎
長
の
１
．

碑
の
前
に
立
っ
て
い
た
ら
、
虎
造
節
の
名
調
子
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

顕
彰
碑
に
思
い
を
こ
め
て
深
々
と
一
礼
し
、
荒
神
山
を

後
に
し
ま
し
た
。

ｌ
政
経
塾
の
皆
さ
ん
．
道
中
合
羽
姿
で
熱
烈
歓
迎
Ｉ

荒
神
山
、
七
栗
の
湯
、
伊
勢
へ室

伏
尚
美
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清
水
港
を
守
っ
た
次
郎
長
の
碑

に
お
参
り
し
、
さ
ら
に
お
酢
で
有
名
な
中
埜
酢
工
場
見
学

を
行
な
っ
て
健
康
食
品
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。大

政
の
故
郷
常
滑
市
は
、
現
在
焼
物
の
町
で
有
名
で
す

が
、
か
っ
て
は
廻
船
問
屋
の
町
で
も
あ
り
、
常
滑
船
と
呼

ば
れ
た
船
が
、
江
戸
や
上
方
の
間
を
頻
繁
に
往
き
来
し
て

道
中
姿
で
の
政
経
塾
の
皆
さ
ん
と
半
田
市
で

－５－

明
治
元
年
、
次
郎
長
は
伏
谷
如
水
の
命
令
に
よ
っ
て
、

清
水
港
を
警
固
し
た
。
大
総
督
府
駿
府
差
配
役
伏
谷
如
水

の
家
臣
間
野
隆
太
か
ら
次
郎
長
に
宛
て
た
手
紙
が
そ
れ
を

裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
史
実
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
「
次

郎
長
清
水
港
警
固
之
碑
」
が
高
石
鶴
子
さ
ん
の
御
寄
贈
で

建
て
ら
れ
、
三
月
二
十
五
日
、
清
水
市
港
町
の
次
郎
長
の

船
宿
末
贋
の
前
庭
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
式
典
に
は
宮

城
島
清
水
市
長
、
竹
内
宏
会
長
、
後
藤
磯
吉
最
高
顧
問
の

ほ
か
、
市
原
市
か
ら
鶴
舞
藩
を
知
る
会
の
内
藤
昇
会
長
、

塚
原
茂
事
務
局
長
、
高
石
鶴
子
さ
ん
、
原
地
石
材
店
会
長

な
ど
、
お
よ
そ
四
十
名
が
列
席
し
た
。

２．洲
尋寺５罫単些鴛ﾏ』

い
た
よ
う
で
す
。
大
政
は
こ
れ
ら
廻
船
問
屋
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
清
水
次
郎
長
一
家
の
一

員
と
な
り
ま
し
た
・
・

復
元
さ
れ
た
史
跡
廻
船
問
屋
瀧
田
家
は
、
昔
、
大
政
も

眺
め
た
で
あ
ろ
う
常
滑
港
を
見
下
ろ
せ
る
高
台
に
建
つ
立

派
な
お
屋
敷
で
、
当
時
の
廻
船
主
の
豪
華
な
生
活
の
一
端

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
も
充
実
し
た
ツ

ア
ー
に
な
り
帰
り
の
時
間
が
予
定
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
次
回
も
参
加
し
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
（
長
田
三
則
）

れ
か
ら
十
年
、
服

部
さ
ん
を
失
い
、

帳
然
た
る
思
い
を

禁
じ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
」

jｔ

服
部
令
一
事
務
局
長
を
悼
む

本
会
創
立
の
平
成
四
年
以
来
、
十
年
に
わ
た
っ
て

事
務
局
長
を
つ
と
め
た
服
部
令
一
氏
が
、
平
成
十
四

年
十
二
月
十
五
日
、
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
八
歳

で
あ
る
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
。
氏
は
府

川
松
太
郎
氏
と
と
も
に
、
本
会
の
生
み
の
親
で
も
あ

り
、
名
事
務
局
長
と
し
て
、
次
郎
長
百
年
祭
や
天
田

愚
庵
の
故
郷
い
わ
き
市
と
の
交
流
、
名
古
屋
市
平
和

公
園
に
あ
る
初
代
お
ち
よ
う
墓
の
修
復
な
ど
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
を
成
し
遂
げ
た
。
ま
た
次
郎
長
の
史
実
の

検
証
に
つ
い
て
も
大
き
な
力
を
注
が
れ
、
次
郎
長
が
、

東
京
帝
大
医
学
部
卒
業
の
医
師
植
木
重
敏
を
清
水
港

に
連
れ
て
来
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
史
実
を
初
め

て
明
ら
か
に
し
た
。

葬
儀
は
プ
ラ
ザ
平
安
に
お
い
て
多
数
の
参
列
者
に

よ
り
、
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
竹
内
宏
本
会

会
長
が
寄
せ
た
弔
辞
を
、
こ
こ
に
摘
記
す
る
。

「
謹
ん
で
御
霊
前
に
哀
悼
の
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
、
服
部
令
一
さ
ん
に

私
は
初
め
て
お
目
に
か
か
り
、
次
郎
長
顕
彰
会
結
成

の
御
意
向
を
お
う
か
が
い
致
し
ま
し
た
。
ｌ
そ
の

時
の
服
部
さ
ん
の
素
早
い
行
動
力
や
手
際
の
よ
さ
に
、

さ
す
が
県
庁
で
長
年
ご
活
躍
に
な
っ
た
方
ら
し
い
と

大
変
感
服
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
．
ｌ
あ
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#鍛国こ
の
春
、
『
坐
漁
の
人
』
と
い
う
本
を
出
版
し
た
。
旧
清
水
市
の
市
長
・
宮
城
島
弘
正
氏
か
ら
「
再
築

中
の
坐
漁
荘
に
ち
な
ん
だ
小
説
」
と
の
ご
依
頼
が
あ
り
、
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
だ
。
本
来
な
ら
西

園
寺
公
望
公
の
長
編
を
書
く
と
こ
ろ
、
新
聞
連
載
が
は
じ
ま
り
、
連
載
だ
け
で
七
、
八
本
を
抱
え
た
身
で

は
時
間
が
足
り
ず
、
そ
れ
で
は
清
水
を
舞
台
と
す
る
既
存
の
短
編
も
集
め
て
一
冊
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

話
に
な
っ
た
。
清
水
と
い
え
ば
次
郎
長
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
次
郎
長
周
辺
の
本
を
何
冊
か
書
い
て
い
る
。

で
、
急
遥
、
習
作
時
代
に
雑
誌
掲
載
し
た
も
の
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
政
を
主
人
公
に
し
た
『
空
っ
風
』
を
書
い
た
と
き
は
、
浜
松
へ
取
材
に
出
か
け
た
。
お
寺
の
過
去
帳

な
ど
調
べ
た
が
、
晩
年
の
暮
ら
し
や
死
因
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
正
直
ほ
っ
と
し
た
。

わ
か
ら
な
い
、
と
わ
か
れ
一
ぱ
、
想
像
の
余
地
が
あ
る
。
富
士
山
麓
開
墾
を
舞
台
に
し
た
「
笠
雲
』
で
は
現

地
の
取
材
は
も
ち
ろ
ん
、
開
墾
作
業
に
携
わ
っ
た
方
の
家
へ
泊
り
込
ん
で
、
農
具
の
使
い
方
か
ら
マ
ム
シ

の
捕
り
方
ま
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
９
そ
れ
で
も
清
水
の
監
獄
が
あ
っ
た
場
所
な
ど
、
市
役
所
の
方
々
に

調
べ
て
い
た
だ
い
て
も
不
明
な
点
が
い
く
つ
か
残
っ
た
。

『
坐
漁
の
人
』
の
中
の
短
編
、
「
お
蝶
」
は
股
旅
物
の
大
家
・
今
川
徳
三
先
生
を
訪
ね
、
資
料
を
い
た
だ

い
た
。
今
思
え
ば
、
山
梨
で
得
た
資
料
に
頼
っ
て
い
た
部
分
が
多
い
。
短
編
で
も
あ
り
、
二
人
の
男
の
間

で
ゆ
れ
る
女
心
を
書
き
た
か
っ
た
の
で
、
私
と
し
て
は
あ
く
ま
で
物
語
の
つ
も
り
だ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
次
郎
長
物
を
き
ち
ん
と
書
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
記
念

す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
ｊ

私
は
歴
史
小
説
家
で
は
な
い
。
小
説
を
書
く
と
き
は
、
ま
ず
「
身
近
の
こ
ん
な
人
、
こ
ん
な
事
を
書
き

た
い
」
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
舞
台
を
設
定
す
る
。
あ
く
ま
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
を
映
す
鏡
と
し
て
の

時
代
小
説
を
書
い
て
い
る
つ
も
り
だ
。
と
い
っ
て
、
事
実
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
と
も
肝
に
銘

じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
努
力
は
怠
ら
な
い
よ
う
、
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

次
郎
長
周
辺
で
は
ま
だ
書
き
た
い
も
の
が
沢
山
あ
る
。
幸
い
田
口
英
爾
先
生
の
知
遇
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
は
ご
指
導
い
た
だ
け
る
の
で
心
強
い
。
今
、
新
た
な
企
画
が
あ
り
、
先
生
に
も
お
力
添
え
を

い
た
だ
い
て
、
史
実
と
想
像
と
が
綾
な
す
清
水
湊
の
物
語
を
心
を
こ
め
て
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

短
編
「
お
蝶
」
に
寄
せ
て
諸
田
玲
子

、
清
水
市
の
肝
い
り
で
出
版
さ
れ
た
『
坐
漁
の
人
」
に
収
め

ら
れ
た
短
篇
小
説
「
お
蝶
」
を
読
ま
れ
た
何
人
か
の
会
員

か
ら
、
「
史
実
か
」
と
の
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
作
者
の
諸
田
玲
子
さ
ん
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、

早
速
上
記
の
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
謝
。

，
次
郎
長
伝
記
の
元
祖
「
東
海
遊
侠
伝
」
を
書
い
た
天
田

愚
庵
は
、
今
年
が
百
回
忌
の
年
。
生
れ
故
郷
の
い
わ
き
市

で
は
、
雲
水
姿
の
愚
庵
和
尚
の
銅
像
建
立
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
秋
に
は
完
成
の
予
定
と
聞
き
ま
す
。
雲
水
姿

は
、
次
郎
長
の
亡
く
な
っ
た
明
治
二
十
六
年
、
そ
の
菩
提

の
た
め
西
国
三
十
三
か
所
を
巡
礼
し
た
旅
姿
で
す
。

．
明
治
十
一
年
、
父
母
妹
探
索
の
た
め
、
巴
川
畔
の
次
郎

長
の
家
に
身
を
置
い
た
愚
庵
天
田
五
郎
は
、
悲
痛
な
歌
を

詠
み
ま
し
た
。

せ
こ
や
恋
し
せ
こ
や
恋
し
と
思
ふ
よ
り

夢
に
入
り
し
か
あ
は
れ
我
妹
子

こ
の
歌
碑
が
、
銅
像
の
予
定
地
い
わ
き
市
松
ヶ
岡
公
園

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
て
た
の
は
、
次
郎
長
の
恩
人

伏
谷
如
水
の
子
孫
で
あ
り
、
本
会
会
員
の
高
石
鶴
子
さ
ん

で
す
。
高
石
さ
ん
は
千
葉
県
市
原
市
在
住
、
こ
の
三
月
に

船
宿
末
麿
で
除
幕
さ
れ
た
「
次
郎
長
清
水
港
警
固
之
碑
」

も
高
石
さ
ん
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
す
。

ｏ
春
の
知
多
半
島
旅
行
、
半
田
で
熱
烈
な
歓
迎
を
し
て
下

さ
っ
た
名
古
屋
の
政
経
塾
（
川
澄
会
長
）
ご
一
同
は
、
竹

内
会
長
と
編
集
子
の
共
著
「
次
郎
長
の
経
済
学
」
の
ご
縁

で
数
年
前
、
興
津
温
泉
で
勉
強
会
を
催
し
た
方
が
た
で
す
。

本
会
会
員
に
、
こ
の
よ
う
な
若
さ
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
あ

ふ
れ
た
人
た
ち
の
い
る
の
は
、
心
強
い
限
り
で
す
。

－６－


